
● 人のうごき　世帯数／1,601戸　人口／4,154人　男／2,065人　女／2,089人（令和5年8月末現在）

　

4
年
ぶ
り
と
な
る
座
光
寺
夏
祭
り
が
、

座
光
寺
地
区
夏
祭
り
実
行
委
員
会
主
催
に

よ
り
、
7
月
29
日（
土
）に
麻
績
の
ひ
ろ
ば

で
開
催
さ
れ
た
。

　

16
時
、
実
行
委
員
長
の
開
催
宣
言
の
声

と
共
に
、
座
光
寺
小
学
校
金
管
バ
ン
ド
の

フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
が
演
奏
さ
れ
盛
大
に
ス

タ
ー
ト
。
座
光
寺
保
育
園
の
園
児
に
よ
る

お
ど
り
、座
光
寺
小
金
管
バ
ン
ド
の
演
奏
、

高
陵
中
学
校
合
唱
ク
ラ
ブ
・
吹
奏
楽
ク
ラ

ブ
の
演
奏
が
祭
り
に
花
を
添
え
た
。

　

18
時
に
、
子
ど
も
た
ち
が
各
々
の
竹
宵

　

夏
祭
り
は
、地
域
住
民
が
心
を
ひ
と
つ

に
地
域
を
活
気
づ
け
る
と
と
も
に
、参
加

を
通
じ
て
郷
土
愛
を
育
む
こ
と
を
目
指
し

て
毎
年
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、令
和
２

年
か
ら
３
年
連
続
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
の
た
め
中
止
の
や
む
な
き
に

至
り
ま
し
た
。

　

感
染
症
対
策
レ
ベ
ル
が
５
類
に
引
き
下

げ
ら
れ
た
今
年
は
７
月
29
日（
土
）、猛
暑

の
中
を
約
8
0
0
人（
推
計
値
）の
地
域
の

皆
さ
ん
に
ご
参
加
い
た
だ
き
４
年
ぶ
り
に

開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
保
育
園
・
小
学

に
点
火
。
竹
宵
に
書
か
れ
た
願
い
事
に

灯
り
を
と
も
し
た
。
お
楽
し
み
抽
選
会

は
、
特
賞
３
万
円
地
域
券
、
他
40
本
。
歓

声
と
た
め
息
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
。
コ

ン
サ
ー
ト
１
人
目
は
、
座
光
寺
出
身
の
塩

澤
有
輔
さ
ん
。
東
京
を
拠
点
に
活
動
す
る

ピ
ア
ノ
弾
き
語
り
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ

タ
ー
で
、
プ
ロ
野
球
独
立
リ
ー
グ
信
濃
グ

ラ
ン
セ
ロ
ー
ズ
の
応
援
楽
曲
を
担
当
し
て

い
る
。
２
人
目
は
、
元
消
防
士
で
座
光
寺

分
署
に
も
勤
務
し
て
い
た
三
ツ
沢
け
ん
じ

さ
ん
。
南
信
州
観
光
公
社
の
推
薦
も
受
け

て
い
る
。

　

締
め
く
く
り
に
は
、
花
火
が
打
ち
上
げ

ら
れ
、
大
勢
の
来
場
者
は
久
し
ぶ
り
の
夏

祭
り
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
っ
た
。

校
・
中
学
校
の
皆
さ
ん
に
出
演
い
た
だ
き
、

ま
た
飲
食
・
縁
日
の
出
店
や
竹
宵
も
復
活

し
て
大
勢
の
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
会
場

に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
地
元
出
身
の
塩
澤
有
輔
さ
ん
、

座
光
寺
に
ゆ
か
り
の
あ
る
元
消
防
士
の
三

ツ
沢
け
ん
じ
さ
ん
、お
２
人
の
コ
ン
サ
ー

ト
で
盛
り
上
が
り
、お
楽
し
み
抽
選
会
で

は
コ
ロ
ナ
禍
で
停
滞
し
て
き
た
地
域
を
活

気
づ
け
る
た
め「
地
域
券
」を
当
選
賞
品
と

し
て
、多
く
の
子
育
て
世
代
の
皆
さ
ん
に

喜
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、故
郷
座
光
寺
へ
の
思
い
出
づ

く
り
と
な
る
と
と
も
に
、夏
の
一
夜
を
地

域
住
民
が
心
を
一
つ
に
し
て
熱
く
な
っ
て

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
夏
祭
り
を

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

座
光
寺
夏
祭
り
復
活

座
光
寺
夏
祭
り
復
活

４
年
ぶ
り
の

　
夏
祭
り
を
開
催

４
年
ぶ
り
の

　
夏
祭
り
を
開
催

夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局

夏
祭
り
実
行
委
員
会
事
務
局
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お
み
の
目
安
箱

  

9
月
15
日
か
ら

     

運
用
ス
タ
ー
ト

住
民
の
声
を
活
か
す
自
治
会
へ

25
年
ぶ
り
に

25
年
ぶ
り
に

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
で

優
勝
優
勝

座光寺消防団

 　

座
光
寺
地
域
自
治
会
は
、「
自

ら
考
え
自
ら
行
動
す
る
ま
ち
づ
く

り
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
自
治
会
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
る
。6
月
の
自
治

委
員
会
定
例
会
に
お
い
て
、「
住
民

の
意
見
が
言
え
る
意
見
箱
の
よ
う

な
も
の
は
座
光
寺
地
域
に
あ
る
か
」

と
の
発
言
が
あ
っ
た
。こ
れ
を
受
け

て
自
治
会
と
し
て「
お
み
の
目
安

箱
」を
公
民
館
に
設
置
し
よ
う
と

の
動
き
と
な
り
、意
見
用
紙・箱
を

作
っ
て
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

設
置
は
9
月
15
日（
金
）か
ら
。箱

の
内
容
は
適
宜
自
治
会
で
確
認
す

る
。回
答
が
必
要
な
場
合
、後
日
自

治
会
長
か
ら
提
言
者
に
回
答
す
る

方
式
。自
治
会
は
、今
回
の
目
安
箱

設
置
に
よ
っ
て
、地
域
の
住
民
が
自

分
の
意
見
を
言
え
る
よ
う
に
し
た

い
と
の
思
い
で
あ
る
。

自
治
会
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　

今
後
の
自
治
会
運
営
へ
活
か
す

た
め
、住
民
の
皆
さ
ん
か
ら
自
治
会

活
動・自
治
会
運
営
に
関
す
る
ご
意

見・ご
提
言
を
募
集
し
ま
す
。ぜ
ひ

皆
さ
ん
か
ら
の
建
設
的
な
声
を
お

聞
か
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、提
出
に

あ
た
り
、必
ず
氏
名・住
所
を
記
入

し
、投
稿
く
だ
さ
い
。

　

こ
の
た
び
、令
和
５
年
度
の
飯
田

市
消
防
団
大
会
に
お
い
て
、座
光
寺

消
防
団
は
25
年
ぶ
り
に「
ポ
ン
プ
車

操
法
の
部
」で
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。こ
の
結
果
は
地
域
の
皆
様
の

ご
支
援
と
ご
協
力
の
賜
物
で
あ
り

ま
す
。心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。第
12
次
消
防
力
整
備
計
画
に

お
い
て
座
光
寺
消
防
団
の
ポ
ン
プ
車

の
廃
止
が
決
定
し
ま
し
た
。今
年

度
で
ポ
ン
プ
車
は
廃
止
と
な
り
ま

す
が
、私
た
ち
は
地
域
の
安
全
と
皆

様
の
命
を
守
る
た
め
、引
き
続
き
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。最
後

に
、改
め
て
こ
の
優
勝
の
喜
び
と
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
、座
光
寺
地

域
の
皆
様
に
心
か
ら
の
お
礼
を
申

し
上
げ
ま
す
。

　

環
境
衛
生
委
員
会
と
座
光
寺
下
段
整
備

地
区
用
排
水
路
管
理
組
合
は
、
飯
田
市
環

境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
浅
野
清
志
先
生
に
指

導
い
た
だ
き
、
地
区
内
５
カ
所
の
河
川
等

に
お
い
て
水
質
検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

検
査
結
果
は
、
昨
年
と
比
較
す
る
と
悪
化

し
た
項
目
も
あ
り
ま
す
が
、
天
候
等
に
影

響
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
座
光
寺
の
河
川

は
綺
麗
な
状
態
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

【
検
査
項
目
に
つ
い
て
】

Ｐ
Ｈ
（
水
素
イ
オ
ン
濃
度
）

　

酸
性
・
中
性
・
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す
指

標
。
河
川
の
環
境
基
準
は
6
・
5
以
上
～

8
・
5
以
下
。

Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
学
的
酵
素
要
求
量
）

　

Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
高
い
と
い
う
こ
と
は
溶
存
酸

素
が
欠
乏
し
や
す
い
こ
と
を
意
味
し
、
10

㎎
/
㍑
以
上
で
は
悪
臭
の
発
生
の
障
害
が

現
れ
始
め
る
。

Ｓ
Ｓ
（
浮
遊
物
質
）

　

水
中
に
懸
濁
し
て
い
る
不
溶
解
性
の
粒

子
状
物
質
の
こ
と
で
、
粘
土
鉱
物
に
由
来

す
る
微
粒
子
や
、
動
物
性
プ
ラ
ン
ク
ト
ン

及
び
そ
の
死
骸
、
下
水
・
工
場
排
水
な
ど

に
由
来
す
る
有
機
物
や
金
属
の
沈
殿
な
ど

が
含
ま
れ
る
。

窒
素
含
有
量

　

窒
素
は
空
気
や
土
な
ど
に
含
ま
れ
て
お

り
、
雨
や
地
下
水
や
川
の
水
に
溶
け
込
ん

で
流
れ
て
い
く
。
町
の
中
を
流
れ
て
い
る

川
に
は
家
庭
や
工
場
か
ら
の
排
水
が
、
田

ん
ぼ
や
畑
の
近
く
を
流
れ
て
き
た
川
に
は

た
く
さ
ん
の
肥
料
が
流
れ
込
ん
で
く
る
。

大
腸
菌
群
数

　

大
腸
菌
群
は
一
般
に
人
畜
の
腸
管
内
に

存
在
す
る
も
の
で
、
こ
れ
が
水
中
に
存
在

す
る
こ
と
は
そ
の
川
が
人
畜
の
し
尿
の
汚

染
を
受
け
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
意
味

す
る
。

　座光寺地域では、第２次座光寺地域基本構想・基本計画において、地域内の小川を
汚さないように努め、清らかな水が流れ、魚の住める水質環境を保つためＢＯＤ２㎎ /㍑
以下を維持することを目標に掲げています。

※（　　）の数値は昨年度の結果（R4.6.1 採取）

白山下

大堤

R1
5

3

R153

水辺の広場

①

②③
④

⑤欠
野
沢
川

土
曽
川 南大島川

阿島橋

環境衛生委員会では、これからも地域内の水質環境が保たれるよう、水質検査を継続していきます。
座光寺地域自治会 環境衛生委員会／共催：座光寺下段整備地区用排水路管理組合

◆結果について（環境アドバイザー浅野先生によると）
　ＳＳなどの項目で数値が昨年より大きくなっていますが、これは調査の直前まで雨が降っていた影
響です。ＰＨの数値がやや低くなっているのも、曇り空で日照が少なかったためで、よくある現象です。
ＢＯＤの数値が低いので、川はきれいな水質が保たれています。
　地域の方々が環境に関心を持っていてくだされば、良い環境が維持されていくと思います。

昨年より悪化したが、きれいな状態
座光寺の河川水質検査実施

■検査結果
　 採取日：6月14日（水）午前10時〜11時　天気：曇り　気温：24〜27℃

採取場所 PH BOD
㎎ /l

SS（浮遊物）
㎎ /l

窒素含有量
㎎ /l

大腸菌群数
㎎ /l

①欠野沢川
（中水用水路合流地点） 7.3（7.6） 1.2（1.5） 11（7） 3.0（2.5） 630（150）

②白山下 7.1（7.4） 0.9（0.8） 34（5） 2.9（2.2） 160（48）

③水辺の広場内 7.5（7.8） 1.0（1.4） 12（6） 1.6（1.4） 410（120）

④土曽川
（宮崎地籍） 7.3（7.4） 0.6（0.6） 13（2） 1.4（2.6） 110（61）

⑤南大島川
（高岡地籍） 7.3（7.4） 0.8（0.8） 4（1） 1.2（1.4） 110（19）
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生
活
安
全
委
員
会

や
ま
び
こ
運
動

人
波
作
戦・防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

や
ま
び
こ
運
動

人
波
作
戦・防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

飛
行
機
と
空
飛
ぶ
車
の
謎

㏌
エ
ス
・
バ
ー
ド

飛
行
機
と
空
飛
ぶ
車
の
謎

㏌
エ
ス
・
バ
ー
ド

空
飛
ぶ
乗
り
物
に

興
味
津
々

空
飛
ぶ
乗
り
物
に

興
味
津
々

天
竜
川
本
流
の
接
近
に
よ
り

水
生
生
物
観
察
会
中
止

天
竜
川
本
流
の
接
近
に
よ
り

水
生
生
物
観
察
会
中
止

地
球
外
生
命
体
は

あ
る
の
か
？星空

観
察
会プラネタリウムを鑑賞

平安堂前にて交通安全を呼びかけ（人波作戦）

　

夏
の
交
通
安
全
や
ま
び
こ
運
動

（
７
月
22
日
～
31
日
）
に
合
わ
せ

て
、
24
日
（
月
）
に
朝
６
時
45
分

か
ら
平
安
堂
前
で
「
人
波
作
戦
」

を
50
分
間
程
実
施
し
ま
し
た
。
黄

色
の
帽
子
と
ベ
ス
ト
を
着
用
し
、

の
ぼ
り
旗
を
手
に
、
生
活
安
全
委

員
、
上
郷
飯
沼
交
番
の
駐
在
、
他

関
係
者
と
歩
道
に
立
ち
交
通
安
全

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
通
勤
の
ド

ラ
イ
バ
ー
の
方
に
、
子
ど
も
た
ち

や
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら
守
り

悲
惨
な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ

う
、
安
全
運
転
へ
の
ア
ピ
ー
ル
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

　

防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
は
、
子
ど
も

た
ち
が
夏
休
み
に
入
っ
た
７
月
26

日（
水
）夜
19
時
よ
り
、
生
活
安
全

委
員
７
名
と
上
郷
飯
沼
交
番
駐

在
、
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
職
員
と

二
手
に
分
か
れ
て
、
平
安
堂
・
ゲ

オ
、
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
、
ロ
ー
ソ

ン
、
ア
ピ
ナ
の
４
店
舗
へ
防
犯
の

声
が
け
と
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
少
な

く
、
特
に
懸
念
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
子
ど
も
た
ち

が
、
犯
罪
を
起
こ
さ
ず
巻
き
込
ま

れ
ず
、
健
全
な
生
活
が
送
れ
る
よ

う
、
地
域
全
体
で
大
人
の
眼
を
光

ら
せ
見
守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

の
思
い
か
ら
、
防
犯
の
啓
発
を
維

持
し
、
抑
止
に
な
れ
ば
と
思
い
ま

す
。

　

空
を
飛
ん
で
い
く
乗
り
物
の
不

思
議
を
聞
き
な
が
ら
模
型
飛
行
機

を
作
っ
て
み
ん
な
で
飛
ば
そ
う
と

い
う
行
事
が
６
月
24
日
（
土
）

に
、
エ
ス
・
バ
ー
ド
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
公
民
館
健
全
育
成
部
の

主
催
で
、
信
州
大
学
の
柳
原
先
生

を
迎
え
、
14
名
の
子
ど
も
た
ち

と
、
そ
の
保
護
者
が
参
加
。
飛
行

機
が
飛
ぶ
原
理
は
難
し
い
内
容
で

し
た
が
、
動
画
や
絵
を
使
用
し
て

わ
か
り
や
す
く
説
明
し
て
く
れ

ま
し
た
。
模
型
飛
行
機
は
全
長

４
１
０
㎜
、
幅
５
０
０
㎜
ゴ
ム
動

力
の
グ
ラ
イ
ダ
ー
型
。
保
護
者
や

公
民
館
員
の
助
け
に
よ
り
全
員
無

事
に
完
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
プ
ロ
ペ
ラ
を
１
０
０
回
ほ
ど

回
転
さ
せ
て
テ
イ
ク
オ
フ
。
子
ど

も
た
ち
は
歓
声
を
上
げ
、
模
型
飛

行
機
と
と
も
に
ホ
ー
ル
を
飛
び

回
っ
て
い
ま
し
た
。
健
全
育
成
部

の
勝
野
さ
ん
と
三
村
さ
ん
は
「
親

子
で
協
力
し
な
が
ら
模
型
飛
行
機

を
作
り
、
ま
っ
す
ぐ
飛
ば
す
た
め

の
調
整
を
経
験
す
る
こ
と
で
深
く

学
習
が
で
き
た
と
思
い
ま
す
」

「
終
了
後
も
飛
ば
す
こ
と
を
な
か

な
か
や
め
ず
に
熱
心
な
探
究
心
が

見
え
ま
し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

６
月
の
大
雨
に
よ
り
天
竜
川
の

本
流
が
水
辺
の
広
場
の
す
ぐ
そ
こ

ま
で
近
接
し
た
。こ
れ
に
よ
り
安
全

確
保
が
難
し
い
と
判
断
し
、7
月
16

日（
日
）に
開
催
予
定
で
あ
っ
た
水

生
生
物
観
察
会
は
中
止
と
な
っ
た
。

人
気
の
事
業
で
あ
る
た
め
中
止
は

残
念
で
あ
る
。次
回
以
降
は
本
流

の
様
子
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
と

の
こ
と
。ま
た
、隣
接
す
る
マ
レ
ッ
ト

ゴ
ル
フ
場
は
倒
木
の
た
め
年
度
内
使

用
禁
止
と
な
って
い
る
。 

　

8
月
26
日
（
土
）、
公
民
館
健

全
育
成
部
主
催
で
星
空
観
察
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
星
空
観
察
会

は
、
日
中
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
鑑

賞
と
、
夜
間
の
星
空
観
察
の
２
部

構
成
で
す
が
、
夜
間
の
星
空
観
察

会
は
悪
天
候
の
た
め
中
止
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

前
半
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で

は
、「
宇
宙
の
オ
ア
シ
ス
を
探
し

て
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
地
球

以
外
に
液
体
の
水
の
存
在
す
る
星

を
探
す
番
組
を
み
ん
な
で
鑑
賞
し

ま
し
た
。

　

参
加
し
た
久
保
田
拓
実
く
ん

（
5
年
生
）は
、「
宇
宙
の
事
が
よ
く

知
れ
て
良
か
っ
た
。地
球
以
外
に

生
命
体
が
あ
っ
て
も
不
思
議
じ
ゃ

な
い
し
、植
物
も
あ
る
は
ず
だ
。」

と
感
想
を
聞
か
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
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第11回第11回 令和5年
7月29日（土）
令和5年
7月29日（土）座光寺夏祭り座光寺夏祭り座光寺人形劇まつり座光寺人形劇まつり 令和5年

8月5日（土）
令和5年
8月5日（土）

塩澤有輔さん三ツ沢けんじさん
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第11回第11回 令和5年
7月29日（土）
令和5年
7月29日（土）座光寺夏祭り座光寺夏祭り座光寺人形劇まつり座光寺人形劇まつり 令和5年

8月5日（土）
令和5年
8月5日（土）

劇団 手風琴

大道芸人 オマールえび



6広報 座光寺　2023.9

　

「
奈
良
地
域
の
学
び
推
進
機

構
」
と
「
放
課
後
ま
ほ
らbo

」

の
企
画
に
よ
る
「
り
ん
ご
の
旅
」

が
初
開
催
さ
れ
、
東
京
・
奈
良
の

小
学
生
5
名
と
引
率
者
を
座
光
寺

自
治
会
が
受
け
入
れ
た
。
8
月
16

日（
水
）か
ら
19
日（
土
）ま
で
公
民

館
に
宿
泊
・
滞
在
し
、
自
治
会
に

よ
る
歓
迎
会
、
元
善
光
寺
参
拝
、

焼
き
肉
交
流
会
、
く
し
は
ら
動
物

園
で
ヤ
ギ
と
の
戯
れ
、
子
ど
も
桜

ガ
イ
ド
と
の
交
流
、
竹
田
人
形
館

見
学
な
ど
を
体
験
し
た
。
メ
イ
ン

で
あ
る
パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー
ム
大
門

で
の
り
ん
ご
狩
り
は
、
猛
烈
な
通

り
雨
と
な
っ
た
が
、
合
間
に
お
と

ず
れ
た
晴
天
で
、
真
っ
赤
に
色
づ

い
た
り
ん
ご
を
収
穫
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

　

こ
の
旅
の
き
っ
か
け
は
、
10
年

ほ
ど
前
に
「
放
課
後
ま
ほ
ら

b
o

」
代
表
の
三
宅
基
之
さ
ん

が
、
座
光
寺
と
渋
谷
区
の
交
流

で
、
表
参
道
に
植
え
ら
れ
た
り
ん

ご
の
木
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
か

ら
始
ま
っ
た
。
パ
ノ
ラ
マ
フ
ァ
ー

ム
大
門
の
代
田
勝
場
長
（
当
時
）

と
交
流
を
重
ね
、
り
ん
ご
の
苗
木

２
０
０
本
ほ
ど
を
奈
良
に
植
え
る

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
今
回
は
、

な
ぜ
渋
谷
・
奈
良
に
リ
ン
ゴ
が
植

え
ら
れ
て
い
る
か
と
い
う
謎
を
、

子
ど
も
た
ち
が
探
る
旅
で
あ
る
た

め
「
り
ん
ご
の
旅
」
と
名
付
け
ら

れ
た
。
三
宅
さ
ん
は
、
「
今
ま
で

は
、
り
ん
ご
を
育
て
る
取
り
組
み

で
あ
っ
た
が
、
今
後
は
、
り
ん
ご

を
き
っ
か
け
に
子
ど
も
た
ち
を
育

て
る
交
流
に
繋
げ
た
い
」
と
語
っ

た
。

 

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
の
声

尾
藤
南
美
さ
ん（
小
３
）「
座
光
寺

の
子
ど
も
た
ち
と
鬼
ご
っ
こ
を
し

た
の
が
楽
し
か
っ
た
」

土
屋
亜
子
さ
ん（
小
４
）「
不
安
も

あ
っ
た
け
ど
子
ど
も
桜
ガ
イ
ド
の

み
ん
な
と
遊
ん
で
楽
し
か
っ
た
。

住
所
交
換
を
し
た
の
で
お
手
紙
を

書
き
た
い
」

八
尾
竜
成
く
ん（
小
４
）「
り
ん
ご

狩
り
、
焼
き
肉
な
ど
貴
重
な
体
験

や
、
い
ろ
ん
な
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
で
き
た
」

坂
内
理
巧
く
ん（
小
４
）「
山
に
囲

ま
れ
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
だ
っ

た
。
ハ
ン
ミ
ョ
ウ
に
出
会
え
て
感

動
し
た
」

成
田
ゆ
き
ま
さ
く
ん（
小
５
）「
座

光
寺
に
は
寺
や
桜
な
ど
い
ろ
い
ろ

あ
る
。
桜
が
咲
い
て
い
る
春
に
ま

た
来
た
い
と
思
っ
た
」

　

７
月
14
日
に
、
ア
メ
リ
カ
、
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ア
ナ
ハ
イ
ム
で

開
か
れ
た
ダ
ン
ス
の
世
界
大
会

「
シ
ョ
ー
ス
ト
ッ
パ
ー
・
フ
ァ
イ

ナ
ル
（Show

stopper Final

）」

の
、
少
人
数
グ
ル
ー
プ
・
シ
ニ
ア

部
門
に
、
市
場
通
り
地
区
の
今
村

夏
海
さ
ん
が
所
属
す
る
ダ
ン
ス

チ
ー
ム「
レ
リ
ア
ン
」が
出
場
し
、

優
勝
し
ま
し
た
。

　

今
村
さ
ん
は
現
在
飯
田
高
校
の

2
年
生
、
飯
伊
地
区
を
拠
点
と
す

る
L
O
P
ダ
ン
ス
カ
ン
パ
ニ
ー
に

所
属
し
て
い
ま
す
。

　

今
村
さ
ん
が
ダ
ン
ス
を
は
じ
め

た
の
は
4
歳
の
頃
。
今
村
さ
ん
の

お
姉
さ
ん
が
と
て
も
楽
し
そ
う
に

ダ
ン
ス
に
通
っ
て
い
て
、
私
も

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
事
が

き
っ
か
け
で
し
た
。

　

小
中
学
校
で
も
ダ
ン
ス
を
続
け

て
、
子
ど
も
た
ち
の
ダ
ン
ス
大
会

で
は
日
本
最
大
の
ス
ー
パ
ー
キ
ッ

ズ
ダ
ン
ス
コ
ン
テ
ス
ト
に
何
度
も

出
場
し
た
ほ
か
、
座
光
寺
の
夏
祭

り
で
も
ダ
ン
ス
を
披
露
し
た
事
も

あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
春
、
同
じ
メ
ン
バ
ー
で
挑

ん
だ
別
の
大
会
で
優
勝
し
た
こ
と

が
自
信
と
な
り
、
こ
の
大
会
へ
の

参
加
を
決
意
。

　

本
年
3
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ

た
予
選
で
準
優
勝
し
、
ア
メ
リ
カ

で
の
決
勝
（
フ
ァ
イ
ナ
ル
）
で
見

事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、世
界
中
か
ら
予

選
を
勝
ち
抜
い
た
多
く
の
チ
ー

ム
が
集
ま
り
ま
し
た
。今
村
さ
ん

は
、「
予
選
の
後
、練
習
を

重
ね
て
き
た
ダ
ン
ス
の
基

礎
や
、表
現
に
つ
い
て
は

負
け
て
い
な
い
と
思
っ
た

し
、演
技
が
終
わ
っ
た
後

の
充
実
感
や
楽
し
さ
も
最

高
で
し
た
。で
も
ま
さ
か

優
勝
で
き
る
と
は
思
わ
な

か
っ
た
。」と
大
会
の
様
子

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
旅
行

は
、
今
村
さ
ん
に
と
っ
て
生
ま
れ

て
初
め
て
の
海
外
旅
行
。「
い
っ

し
ょ
に
ダ
ン
ス
に
取
り
組
ん
で
き

た
仲
間
4
人
で
、
い
っ
し
ょ
に
食

べ
た
ア
メ
リ
カ
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー

は
と
て
も
と
て
も
美
味
し
か
っ

た
。」
と
、
楽
し
か
っ
た
ア
メ
リ

カ
へ
の
旅
の
思
い
出
も
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

　

今
回
優
勝
し
た
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「
レ
リ
ア
ン
」
の
活
動
は
9
月
10

日（
日
）に
飯
田
文
化
会
館
で
開
催

さ
れ
る
「
か
が
や
き
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
を
も
っ
て
一
旦
休
止
す
る

と
の
こ
と
。

　

今
村
さ
ん
は
、
こ
れ
か
ら
も
ダ

ン
ス
に
取
り
組
む
一
方
、「
ダ
ン

ス
を
通
じ
て
学
ん
だ
努
力
す
る
事

や
感
謝
す
る
心
を
大
切
に
学
業
に

も
力
を
入
れ
た
い
。」
と
、
今
後

の
抱
負
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

地
域
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

東
京
・
奈
良
の
子
ど
も
座
光
寺
へ

東
京
・
奈
良
の
子
ど
も
座
光
寺
へ

座
光
寺
の
り
ん
ご
が

渋
谷
と
奈
良
を
結
ぶ

座
光
寺
の
り
ん
ご
が

渋
谷
と
奈
良
を
結
ぶ

スーパーキッズダンスコ
ンテスト入賞（中学生時）

大会会場のディズニー
ホテルにて

焼き肉交流会で、カンパーイ。

今
村
夏
海
さ
ん

ダ
ン
ス
で

世
界
一
に
！

市
場
通
り
地
区
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運
動
会
の
お
知
ら
せ

体
育
部
長
　篠
田
　毅

善
光
寺
如
来
絵
解
き

善
光
寺
如
来
絵
解
き

絵
巻
に

思
い
を
馳
せ
る

絵
巻
に

思
い
を
馳
せ
る

御
岳
山
と
木
曽
の

歴
史
を
訪
ね
る

御
岳
山
と
木
曽
の

歴
史
を
訪
ね
る

地
域
探
訪

歴
史
に
学
び
地
域
を
た
ず
ね
る
会

会
長
　田
口
　博
人

分
館
長
　橋
爪
　俊
枝

図
書
館
お
楽
し
み
会

図
書
館
お
楽
し
み
会

ペタンク競技の様子

小林玲子さんによる絵解きの実演

義仲館にて記念撮影

オリジナルしおりの完成

　

新
型
コ
ロ
ナ
の

行
動
制
限
が
緩
和

さ
れ
間
も
な
い
６

月
初
頭
、
各
地
区

の
体
育
係
さ
ん

が
奮
闘
し
て
参
加

者
を
集
め
て
い
た

だ
い
た
結
果
、
３

年
ぶ
り
の
春
季
ス

ポ
ー
ツ
大
会
は
、

全
地
区
が
参
加
し

て
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

従
来
通
り
の
３
種
目
が
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
ど
の
種
目
で
も
今
ま

で
の
大
会
と
は
違
っ
て
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
で
し
た
。
勝

ち
負
け
の
こ
だ
わ
り
よ
り
も
、
団

体
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
喜
び
、
地
区

の
方
た
ち
と
の
交
流
を
楽
し
む
姿

を
目
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
新
型
コ
ロ
ナ
へ
の
不

安
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
今

後
に
行
わ
れ
る
運
動
会
な
ど
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
に
も
、
多
く
の

方
が
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ

け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

　

10
月
８
日（
日
）に
、「
座
光
寺
地

域
市
民
運
動
会
」を
開
催
し
ま
す
。

台
風
や
新
型
コ
ロ
ナ
な
ど
に
よ

り
、
４
年
間
中
止
が
続
い
て
い
ま

し
た
が
、今
年
は
晴
れ
て
開
催
と

な
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
体
育
部
で
内
容
を
検

討
し
、
午
前
中
の
み
の
半
日
開
催

と
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の
種
目
に

加
え
て
新
し
い
競
技
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
地
区
に
協
力
し
て
い

た
だ
き
、
皆
で
運
動
会
を
盛
り
上

げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
「
元
善
光
寺
の
善
光
寺
如
来
絵

解
き
」が
歴
史
に
学
び
地
域
を
訪

ね
る
会
の
主
催
で
、7
月
16
日

（
日
）に
開
催
さ
れ
た
。午
前
は
麻

績
の
舞
台
校
舎
、午
後
は
元
善
光

寺
本
堂
に
て
2
回
開
催
さ
れ
、元

善
光
寺
の
絵
解
き
で
は
、本
多
住

職
も
参
加
し
「
私
の
知
る
限
り
で

は
元
善
光
寺
で
の
絵
解
き
は
初
め

て
。貴
重
な
機
会
な
の
で
私
も
楽

し
み
た
い
と
思
い
ま
す
」と
語
っ

た
。講
師
は
長
野
市
か
ら
お
招
き

し
た
長
野
県
郷
土
史
研
究
会
会
長

の
小
林
一
郎
さ
ん
と
、副
会
長
の

小
林
玲
子
さ
ん
。会
長
の
小
林
一

郎
さ
ん
に
よ
る
と
「
絵
解
き
文
化

は
、イ
ン
ド
か
ら
仏
教
と
共
に
日

本
に
伝
わ
り
、日
本
に
大
き
な
影

響
を
与
え
た
。絵
と
文
章
で
成
り

立
っ
て
お
り
絵
を
見
な
が
ら
人
が

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
。善
光
寺

信
仰
を
広
め
る
た
め
こ
の
掛
け
軸

を
全
国
へ
持
っ
て
行
き
、各
地
で

絵
解
き
を
開
催
し
た
と
の
こ
と
」

副
会
長
の
小
林
玲
子
さ
ん
が
絵
解

き
の
実
演
を
行
い
、3
幅
の
掛
け

軸
の
絵
を
指
し
な
が
ら
軽
快
に
物

語
を
語
っ
た
。
副
会
長
の
小
林
玲

子
さ
ん
は
、
30
年
前
か
ら
絵
解
き

を
始
め
、
長
野
の
寺
に
伝
わ
る
掛

け
軸
や
紙
芝
居
を
使
用
し
て
絵
解

き
を
広
め
る
活
動
を
行
っ
て
お

り
、「
長
野
の
絵
解
き
を
広
め
る

会
」
を
設
立
し
て
い
る
。

　

飯
田
市
、
下
伊
那
郡
以
外
の
地

域
探
訪
は
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
始

ま
っ
て
以
来
４
年
ぶ
り
の
こ
と
で

18
名
の
参
加
者
で
行
う
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
見
学
し
た
場
所
は
三

岳
「
さ
と
テ
ラ
ス
三
岳
」
～
開
田

高
原
「
木
曽
駒
牧
場
」
～
木
曽

お
も
ち
ゃ
の
美
術
館
～
山
村
代
官

屋
敷
～
宮
ノ
越
義
仲
館
・
徳
音
寺

～
奈
良
井
宿
の
街
並
み
を
歩
き
、

６
か
所
を
観
た
り
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
さ
と
テ
ラ
ス
三
岳
で

は
御
岳
山
の
火
山
の
水
蒸
気
爆
発

の
凄
さ
を
映
像
で
見
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
恒
川
史
跡
公
園
に
出

来
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
も
映
像
施
設

は
是
非
必
要
だ
と
思
っ
て
観
て
来

ま
し
た
。
今
後
行
う
地
域
探
訪
に

大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き

地
域
を
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
の

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

　

７
月
８
日
（
土
）座
光
寺
図
書

館
の
夏
の
お
楽
し
み
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

始
め
に
紙
芝
居
を
２
作
、続
い

て
ラ
ミ
ネ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
し
お

り
作
り
と
、お
菓
子
の
プ
レ
ゼ
ン

ト
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　

カ
ラ
フ
ル
な
紙
や
ペ
ン
、恐
竜

や
昆
虫
、か
わ
い
い
シ
ー
ル
を
使

い
参
加
し
て
く
れ
た
み
な
さ
ん
、

と
て
も
素
敵
な
し
お
り
を
作
っ
て

く
れ
ま
し
た
。完
成
し
た
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
し
お
り
を
見
せ
て
く
れ
た

笑
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

ぜ
ひ
読
書
の
時
に
使
っ
て
い
た
だ

き
た
い
で
す
。

　

図
書
館
で
は
年
２
回
、夏
と
冬

に
お
楽
し
み
会
を
行
っ
て
い
ま

す
。み
な
さ
ん
楽
し
み
に
し
て
い

て
く
だ
さ
い
ね
。

3 年ぶりの
春季スポーツ大会春季スポーツ大会

体育部長　篠田　毅
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／
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光
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。
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身
近
に
あ
る
雑
草
で
、
知
っ
て

い
る
人
と
知
ら
な
い
人
の
割
合
が

世
代
に
よ
っ
て
異
な
る
種
類
が
い

く
つ
か
あ
る
。
そ
の
一
つ
が
“
オ

オ
バ
コ
”。
年
配
の
人
は
ほ
と
ん
ど

知
っ
て
い
る
の
に
、
若
い
人
は
あ
ま

り
知
ら
な
い
。
そ
の
一
番
大
き
な

理
由
は
昔
は
「
身
近
に
た
く
さ
ん

あ
っ
た
」
の
に
今
は
「
無
い
」
か
ら
。

な
ぜ
無
く
な
っ
た
？

　

オ
オ
バ
コ
の
生
育
場
所
は
空
き

地
や
農
道
。
葉
っ
ぱ
を
四
方
に
広

げ
て
、
茎
を
立
て
る
の
は
花
茎
だ

け
。
葉
を
広
げ
て
い
る
だ
け
の
形

は
踏
圧
に
強
い
。

　

多
く
の
植
物
は
光
獲
得
競
争
で

高
く
な
ろ
う
と
茎
を
伸
ば
す
。
こ

の
形
は
踏
ま
れ
る
と
折
れ
る
。
オ

オ
バ
コ
は
そ
ん
な
光
獲
得
競
争
に

は
参
加
し
な
い
。
そ
の
代
わ
り
、
人

や
車
に
ひ
か
れ
る
農
道
を
選
ん
だ
。

　

と
こ
ろ
が
こ
の
農
道
、
30
～
40

年
前
頃
か
ら
舗
装
さ
れ
た
。
さ
す

が
に
舗
装
道
路
に
は
生
え
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
が
世
代

に
よ
る
違
い
を
生
み
出
し
た
。

別
に
も
理
由
が

　

オ
オ
バ
コ
の
花
茎
は
雌
し
べ
先

熟
。
花
は
下
か
ら
咲
い
て
、
だ
ん
だ

ん
上
に
登
っ
て
い
く
。
こ
の
花
は

地
味
で
多
く
の
人
は
気
づ
か
な
い
。

楕
円
形
の
果
実
は
上
半
分
が
“
蓋ふ
た

”

に
な
っ
て
い
て
、
中
に
楕
円
形
の

種
子
が
入
っ
て
い
る
。
こ
の
種
子
、

巧
妙
に
で
き
て
い
て
、
湿
る
と
周

り
に
粘
液
を
だ
し
て
も
の
に
“
ひ
っ

つ
く
”。
通
り
か
か
っ
た
動
物
や
人

の
靴
に
ひ
っ
い
て
運
ば
れ
る
。
や

が
て
乾
く
と
脱
落
す
る
。
と
こ
ろ

が
今
は
歩
か
な
い
。

も
う
一
つ
の
理
由

　

昔
は
花
茎
が
遊
び
道
具
だ
っ
た
。

花
茎
は
道
に
い
っ
ぱ
い
あ
っ
て
踏

ま
れ
て
い
る
か
ら
繊
維
が
強
い
。

子
ど
も
た
ち
は
こ
の
花
茎
を
“
U
”

字
型
に
曲
げ
て
、
互
い
に
絡
ま
せ

て
擦こ

す

り
、
ゆ
す
る
。
ど
っ
ち
が
切

れ
る
か
競き

そ

う
の
だ
。

　

T
V
ア
ニ
メ
か
ら
ゲ
ー
ム
の
時

代
。
草
花
遊
び
を
す
る
子
ど
も
は

い
な
く
な
っ
た
。
知
ら
な
い
わ
け

だ
。

里
地
植
物

　

太
古
、
こ
の
あ
た
り
を
森
が
繁
っ

て
い
た
時
、
オ
オ
バ
コ
の
生
育
地

は
河
原
や
崩
落
地
な
ど
、
攪か

く

乱ら
ん

が

し
ば
し
ば
起
こ
る
場
所
だ
っ
た
に

違
い
な
い
。
自
然
の
中
で
細
々
と

生
き
て
い
た
。
や
が
て
人
が
定
住

し
て
道
路
や
空
地
が
で
き
た
。
オ

オ
バ
コ
に
と
っ
て
は
格
好
の
適
地

で
大
繁
殖
。
こ
の
よ
う
な
動
植
物

は
た
く
さ
ん
い
る
し
、
あ
る
。

　

今
、
座
光
寺
の
オ
オ
バ
コ
は
学

校
の
グ
ラ
ン
ド
の
隅
。
農
道
の
舗

装
脇
に
も
あ
る
が
、
除
草
剤
に
は

敵
わ
な
い
。
駒
ヶ
岳
の
登
山
道
に

も
オ
オ
バ
コ
は
あ
る
。
人
の
“
靴
”

が
運
ん
だ
の
だ
。

（
伊
那
谷
自
然
友
の
会
　
小
林
正
明
）

　

米
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
の

「
積
極
的
差
別
是
正
措
置
」
の
妥

当
性
が
、
連
邦
最
高
裁
で
争
わ
れ

ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
大
学
の
入
学
に
黒
人

を
優
遇
す
る
枠
が
あ
り
、
こ
れ
に

よ
り
ア
ジ
ア
系
の
人
の
入
学
機
会

が
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
法
の

下
の
平
等
に
反
す
る
と
い
う
訴
え

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、
人
種
差
別
問

題
解
消
の
た
め
に
、
積
極
的
差
別

是
正
措
置
と
し
て
、
進
学
や
就
職

に
特
別
な
人
種
枠
を
設
定
し
て
き

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
今
回
の
裁
判
で
は
、

こ
の
措
置
が
か
え
っ
て
逆
差
別
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
と
の
判
断

と
な
っ
た
の
で
す
。

　

座
光
寺
の
自
治
会
や
公
民
館
に

も
女
性
の
枠
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
枠
組
み
も
、
同
様
の
考
え
に
よ

る
も
の
な
の
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
制
度
が
今
の
時
代
に
合
っ

て
い
る
の
か
、
女
性
枠
の
委
員
の

活
動
内
容
は
男
性
と
平
等
な
も
の

と
な
っ
て
い
る
の
か
、
そ
も
そ
も

女
性
枠
の
存
在
が
女
性
の
負
担
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
な
い
の
か
を

再
点
検
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
？（広

報　

篠
田
）

土曽川大橋下の農道。2年前の状態。今は座光寺・
上郷道路で無くなった。轍（わだち）の間にはオオ
バコがあった。

座
光
寺
の
自
然 
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オ
オ
バ
コ

葉
を
四
方
に
広
げ
、
花

茎
を
立
て
る
。
踏
ま
れ

て
も
葉
の
被
害
は
少
な

い
。
踏
圧
に
強
い
。

花
は
地
味
で
目
立
た
な
い

種
子
は
濡
れ
る
と
粘
液
を
だ
す
。

上
は
乾
い
た
状
態
。
下
は
粘
液
を

だ
し
て
い
る
。

雌しべ

雄しべ


